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Abstract: Serologic tests for Hepatitis B Virus (HBV) were performed on the general 
Out-patients at provincial hospitals at Mombasa, Nakuru and Kisumu in Kenya. The 
incidence of Hepatitis B surface Antigen (HBsAg) and Antibody (Anti-HBs) were 8% 
and 41% at Mombasa, 21% and 36% at Nakuru and 25% and 29% at Kisumu respec- 
tively. There was no apparent correlation between incidence of HBV carriers and envi- 
ronmental factors such as altitude, annual rain fall and average temperature. There was also 
no correlation between frequency of HBsAg and prevalence of malaria and leprosy geo- 
graphically. Subtypes of HBsAg were ayw and adw, and the proportion was 20: 80 at 
Mombasa, 7:93 at Nakuru, and 25:75 at Kisumu. 
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ける それ ら に 比べ し ば し ば 増幅 され た 状態 と な る の 
で る る: 

著者 ら は 熱帯 環境 下 に お ける 疾患 の 疫学 と 病態 像 
の 特異 性 に つい て の 調査 と 考察 を 行なっ て いる が , 
その 一 環 と し て ケニア 共和 国 に お いて B 型 肝炎 ウイ 
ルス 関連 抗原 お よび 抗体 の 分 布 に つい て 調査 し た . 
同国 は アフ リカ 大 陸 東 岸 で 赤道 直下 に 位置 する . そ 
し て 同国 内 で も 地域 的 に 標高 , 気温 , 雨量 , マラ リ 
プア な どの 媒介 尾 虫 の 分 布 を 異 た に する. また 同国 は 多 
彩 な 種族 が 居住 する 人 類 生 態 学 的 特殊 性 を 有 し , さ 
ら に 適度 の 医療 機関 の 発達 な ど 自 然 な ら び に 人 的 条 
件 と も に 医学 調査 研究 に ふさ わし い 代 表 的 国家 の 一 
つと 考え られ る . 

本 報告 は 下記 の 事柄 に つい て の 調査 と 考察 の 結果 
CHA. 

D 住民 の B 型 肝炎 ウイ ルス 表層 抗原 (HBsAg) お 
よび 同 抗体 (Anh-HBs) の 地域 的 保有 率 に 対す る 
自然 環境 条件 (海岸 と 内 陸 , 標高 , 年 平均 気温 , 年 
間 降 雨量 ) の 影響 . 
2) 地域 的 な HBsAg subtype の 差異 . 
D マラ リア 流行 地 (吸血 役 生 息 地 ) と 非 流行 地 に お 
ける 住民 の HBsAg お よび Anti-HBs 保有 率 の 差 
B, 
4) らい 病 流行 地 と 非 流行 地 に お ける 住民 の HBsAg 
お よび Anti-HBs 保有 率 の 差異 . 


対象 と 方 法 


調査 地域 : 年 平均 気温 , 年 間 降 雨量 , 標高 , 海岸 
か ら の 距離 , 住民 の 種族 , マラ リア 流行 の 有無 , ら 
い 病 流行 の 有無 な どの 条件 に つい て それ ぞ れ 対照 的 
な 下記 に 示す 3 つの 地域 (Vogel et al., 1974; The 
World Bank, 1975 : The Republic of Kenya, 
1977). を 選ん だ (Table 1, Fig. 1). これ ら の 地 
域 は ケニア 共和 国 に お いて 人 口 集約 の 点 か ら も 代表 
的 な 地域 で ある . 
1) Mombasa: Coast Province の 州都 で ある . イン 
ド 洋 に 面 し た 海 湖 都 市 で 人 口 約 25 万 (1969 年 統計 ), 
年 平均 気温 は 26“C, 年 間 降 雨量 は 1000mm で ある . 
種族 は Bantu が 主 で ある が Arab や , Nilotic も 
住む . マラ リア の 安定 し た 流行 地域 で 常時 マラ リア 
媒介 由 Anopheles が 生息 する . らい 病 の 高 率 な 流 
行 地域 で も ある . 
2) Nakuru: ケニア 北西 部 の 最大 の 州 で ある Rift 


Valley Province の 州都 で ある . Mombasa より 直 
線 距 離 約 600km 内 陸 で 標高 約 1700m に 位置 する 町 で 
ある . 人 口 約 5 万 (1960 年 統計 ) CAD. 年 平均 気 
温 は 17°C, 年 間 降雨 量 は 約 900mm で ある . 種族 は 
Bantu が 多い が Nilo-Hamitic や Nilotic も 居住 
$4. Anopheles は その 性 質 上 周辺 か ら 飛 来 す る こ 
と も 考え られ る が 通常 は 数 は 少な く マ ラリ ア は 殆 ん 
ど 発 生 し な い . らい 病 愚者 は 調査 し た 他 の 二 地 域 に 
比べ 極め て 少な い . 
3) Kisumu: Nyanza Province の 州都 で ある . 
Mombasa か ら 直 線 距 離 約 700km の 内 陸 に 位置 する 
町 で ある . ヴィ クト リア 潤 畔 に 面 し て いる が 標高 は 
約 1100m で ある . 人 口 は 約 3 万 2 千 969 年 統計 ) 
CHS. 年 平均 気温 は 23“C, 年 間 隆 雨量 は 1300mm 
CHS. 種族 は Bantu と と も に 北西 CAB) か ら 
の Nilotic が 主 で ある が , その ほか の 種族 も 居住 
する . Mombasa と 同様 マラ リア の 安定 し た 流行 地 
城 で ある . らい 病 の 高 率 な 流行 地域 で も ある . 
検索 血清 : 上 記 3 地域 の 各国 立 総合 病院 に お ける 
一 般 外 来 叫 者 の 血清 を 無 作 意 的 に 収集 し た も の で あ 
る . 収集 時 期 は 1978 年 11 月 一 1979 年 1 月 で ある . 
検索 方 法 : HBsAg は Reversed Passive Hem- 
agglutination 法 , Anti-HBs は Passive Hem- 
agglutination 法 , HBsAg の subtype の 同定 は 血 
球 弟 集 阻止 反応 法 , Anti-HBc は 同じ く 血 球 凝 集 阻 
止 反応 法 , eAg は Ouchterlony 法 で それ ぞ れ 測定 
し た . 但し HBcAg, Anti-HBc と eAg に つい て 
は 検索 件 数 が 少な い の で 本 報告 で は 削除 し た . 


結 果 


各地 に お ける 一 般 外来 患 者 血清 を HBsAg, 
Anti-HBs, HBsAg の subtype に つい て 検索 し た 
結果 を Table 1, Fig. 1 お よび Fig. 2 に 示す . 
血清 の 収集 は ほぼ 同時 期 に 2 度 に わた っ て 行なっ た 
の で 収集 し た 材料 を それ ぞ れ Ist Group お よび 2nd 
Group と した. | | 

HBsAg の 保有 率 Ist Group Clik S 33% 
(Kisumu), 最低 3 % (Mombasa) DERE し た 
Ds, 材料 の 数 を ふやす こと に より 各地 と も に お よそ 
10~20 あ めぐ らい に 落ち 着く よう で ある . Mombasa 
に お ける Ast Group で は 3 Sic LAPEER 7c 
か っ た が 原因 は 不明 で ある . た だ し その と き の 
Anti-HBs は 約 50 の 陽性 率 で あっ た . 


Table 1. 


“ALTITUDE 
(m) 


***DISTANCE (km) 


*ETHNIC 
GROUPS 


"ANNUAL RAIN 
FALL (mm) 


* AVERAGE TEM- 
PERATURE CC) 


lst Group: 38/110 (33%) 
HBsAg ond Group: 8/76 (10%) 
Total: 6/186 (25%) 
rere ist Group: 21/99 (21%) 


HBs 2nd Group: 29/76 (38%) 


Total: 50/170 (29%) 


Proportion of (ayw | adw) 
Subtype 25:75 


Distribution of HBsAg and Anti-HBs in Kenya (1979) 


KISUMU NAKURU 


MOMBASA 
1500—2000 


Nilotic> Bantu> Others | Bantu > Nilo-Hamitic» | Bantu» Others» Nilotic 


Nilotic 


47/210 (22%) 
18/104 (17%) 


3/102 (3 96) 
9/56 (1696) 
65/314 (21%) 12/158 (8 %) 


74/212 (35%) 
39/104 (37%) 


51/101 (51%) 
13/56 (23%) 


113/316 (36%) 64/157 (41%) 


(ayw : (ayw : adw) 
7: 20 : 80 


quoted from “Health and Disease in Kenya”, East African Literature Bureau, 1974. 
quoted from Statistical Abstract, Ministry of Finance and Planning, Republic of Kenya, 1977. 


*** quoted from Kenya : Into The Second Decade, The Johns Hopkins University Press 1975. 


本 報告 で は 統計 学 的 処理 を し て いな い が , 海岸 よ 
りゃ 内 陸 の 方 が 多少 HBsAg の 陽性 率 が 高い よう 
CHA. 性 別 (Table 2) で は Kisumu に お いて 
女子 の 方 が 高い 陽性 率 を 示し た が 他 の 2 ヶ所 で は 有田 
子 の 方 が 高い . 年 齢 多 (Table 3) で は 15 歳 以下 の 
小児 の 検索 材料 が 少な い の で 有意 義 な 結果 を 得る こ 
と が 出来 な か っ た が , Nakuru で は 11 歳 以下 の 小児 
の 5 例 中 4 例 が 陽性 を 示し た . 種族 別 や 同一 種族 で 
も 異な っ た 居住 地 に よる HBsAg の 保有 率 の 差異 
は みとめ られ な い (Table 4). 

Anti-HBs 保有 率 : 各地 と も に 20~40 如 の 陽性 率 
を 示す . また 相対 的 に HBsAg が 多い 場合 は 
Anti-HBs が 少な く , HBsAg が 少な い 場 合 は 
Anti-HBs が 多い . そし て HBsAg と Anti-HBs 
を 加え れ ば 約 50 の 感染 率 に な る よう で これ は 3 地 
域 と も に 同様 の 傾向 か ある . 人 性別 (Table 2) で は 


各地 と も ゎ に 男子 の 方 が や や 高い 陽性 率 を 示す 年齢 
FI (Table 3) で は 15 歳 以下 の 小児 に つい て , 
HBsAg が 少な い Mombasa お よび Kisumu で は 
Anti-HBs が 多く , HBsAg が 多い Nakuru で は 
Anti-HBs が 少な い 傾 向 た に た ある. 種族 別 (Table 4) 
で は 著 し い 差異 は みとめ られ な いし , 同一 種族 で も 
居住 地域 の 違い に よる 著しい 陽性 率 の 差 凌 は み ら れ 
な い . 

HBsAg Ø subtype : 検索 可能 で あっ た 血清 材料 
の 数 が 少な く 地 域 的 特徴 , 人 種 的 関係 に つい て 明 ら 
か な こと は いえ な い が , お お よそ の 傾向 は 下記 の 婦 
く で ある . すなわち , subtype は 3 地域 共に ayw 
と adw CAS. 各地 に お ける ayw と adw Lb OF 
合 は Table 1 お よび Fig. 2 に 示す 如く で ある . そ 
の 実数 と 種族 に よる 打ち 合 け は Table 5 に 示し た . 
各地 域 に お ける 比率 を みる と , Nakuru で は 圧倒 的 
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Fig. 1. Prevalence malaria and leprosy in Kenya (Adapted from figures in Vogel et al. 


Health and Disease in Kenya. East African Literature Bureau, 1974). Freguency 
of HBsAg and Anti-HBs carriers in Kenya. 
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Fig. 2. Distribution of HBsAg subtypes in Kenya. 


Table 2. Sex distribution (percentage) of HBsAg and Anti-HBs in Kenya (1979) 


Mombasa 
Male 
Female 


Nakuru 
Male 
Female 


Kisumu 
Male 
Female 


HBsAg 
7/85 (9%) 
4/55 (7.3%) 


33/122 (27%) 
29/163 (1896) 


14/63 (22%) 
30/110 (27%) 


Anti-HBs 
36/87 (41%) 
20/52 (38%) 


47/124 (38%) 
57/161 (35%) 


21/60 (35%) 
28/105 (27%) 


Number of positive,“ Number of people 


tested 


Table 3. Age distribution of HBsAg and Anti-HBs in Kenya (1979) 


HBsAg Anti-HBs 
Mombasa 
Under 5 0/15 10/15 
5 一 10 1/14 7/14 
11—15 0/7 2/7 
Over 15 6/57 20/57 
*Child 0/2 0/2 
Adult 4/60 23/60 
Nakuru 
*Child 4/5 0/5 
Adult 59/306 114/306 
Kisumu 
*Child 1/13 4/13 
Adult 34/149 43/149 


Number of positive“ Number of people tested 


“Child : under 15 years old 


に adw で ある . より 内 陸 に ある Kisumu で は 
ayw が Nakuru に 比べ 多く な る 傾向 が ある . GA 
の Mombasa で は ayw が Nakuru に 比べ 多い か 
も 知れ ぬ が これ だ け で は 分 ら な い . 種族 に つい て 確 
a LHe も の の 結果 は 以下 の よう で ある . ayw に 
つい て は , unknown を 除い て 他 の 4 例 は Luo FR, 
Kisii fe, Luhya 族 で ある . ケニア に お ける Bantu 
系 の 主力 で ある Kikuyu 族 で は 15 検体 の 人 て が 
adw で ある の に 対し , Bantu 系 で は な い Luo KK 
で は 13 例 中 11 例 が adw で は ある が 2 例 に ayw が 
みみ られ た . 

DLE, 何れ に し て も ゃ 検体 数 が 少な く 推 祭 の 域 を 出 


な い の で さら に 検索 材料 を ぉ ふやし て 確認 する 必要 が 
ある . 


考 z 


東 ア フリ カ に お いて は アフ リカ の 他 の 地域 と 同じ 
く HBsAg の 保有 者 が 多い と いわ れ て いる . 本 調 
査 の 血清 材料 は , 国立 病院 に お ける 一 般 外 来 患 者 血 
清 で ある の で 和 全く の 一 般 正常 健康 人 血清 で は な く , 
何ら か の 身体 の 異常 を 訴え る 人 達 の 集団 で ある . し 
た が っ て その 中 に は 少数 で は ある が 肝 疾 患 の 患者 血 
清 も 含ま れ て いる . その 地域 の 一 般 住 民 の HBsAg 
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Table 4. Tribe distribution of HBsAg and Anti-HBs in Kenya (1979) 


Mombasa 
Arab 
Luhya 
Taita 
Pokomo 
Kamba 
Kikuyu 
Luo 
Giriama 
Chonyi 
Mgina 
Durma 


Nakuru 
Masai 
Luhya 
Kikuyu 
Luo 
Giriama 
Somali 
Kalenjin 
Turkana 
M'kamba 
Swahili 
Meru 
Kisii 
Asian 


Kisumu 
Luhya 
Kikuyu 
Luo 
Somali 
Kalenjin 
Kisii 
Nandi 
Asian 
European 


HBsAg 


0/4 
0/5 
0/3 
0/2 
0/1 
0/2 
0/3 
1/5 
0/1 
0/1 
0/1 


1/5 
5/28 (18%) 
29/132 (22%) 
10/44 (23%) 
0/1 
0/5 
9/49 (18%) 
0/2 
3/13 (2396) 
0/5 
0/2 
2/5 
0/1 


5/13 (3896) 
2/9 (22%) 
35/134 (3696) 

0/1 

0/0 

2/7 

0/1 

0/3 

0/1 


Anti-HBs 


2/2 
4/5 
1/3 
1/2 
0/1 
2/2 
2/3 
1/5 
1/1 
0/1 
0/1 


2/5 
10/28 (36%) 
48/134 (3496) 
15/44 (34%) 
0/1 

4/5 

18/50 (36%) 
1/2 

8/13 (62%) 
1/5 

2/2 

0/5 

0/1 


2/10 (20%) 
2/8 (25%) 


38/127 (30%) 


0/1 
0/2 
4/7 
0/1 
0/3 
0/1 


Number of positive” Number of people tested 


Table 5. Subtypes of HBsAg by ethnic groups in Kenya (1979) 


KISUMU NAKURU MOMBASA 


Ethnic Groups : 
Kikuyu: Kikuyu: adw14 Unknown: ayw 1 adw 4 
Luo : Luo : adw 3 
Kisii : Kisii : adw 1 
Unknown : Kalenjin : adw 5 
Luhya : adw 2 


adw25 ayw 1 adw 4 


の 保有 率 を その まま RRP SAGs CHS 
が , お お よそ の 見 当 を つけ 得る の で は な いか と 考え 
た . それ ら の 吊 者 に は 現地 の 社会 , 経済 事情 に よっ 
て 輸血 , 手術 な ど を 含む HBsAg 感染 に 関連 づけ ら 
れる よう な 医療 を うけ た 既往 を も つ 者 は 殆 ん どい な 
いと 考え られ る . 一 応 , 一 般 外 来 思 者 の 血清 に つい 
T, BFK YAI rA BREH, 抗体 の 検索 成績 が 
RER (調査 地域 居住 者 ) の 保有 率 を 反映 する も 
の と 仮定 し て 以下 の 考察 を すす ぬる. 

従来 , ケ ニア 共和 国 に お ける HBsAg の 保有 率 に つ 
いて は せい ぜ い 6 多 と し た 報告 が 多い (Bagshawe 
et al., 1971). 本 調査 で は 20 ダ 以上 に 至る 高 率 に み 
bh, これ は 従来 の 報告 を 上 まわ る . アフ リカ 大 陸 
に お ける 原 住民 の HBsAg 保有 率 に つい て の 従来 
の 報告 に は 測定 精度 の 問題 も あり , 厳密 に 測定 すれ 
ば アフ リカ 各地 と も に 10~20% 0 HBsAg の 保有 
率 で ある こと が 推定 され る . 

性 別 で は 一 般 に 男子 の 方 が HBsAg の 保有 率 が 
高い . Kisumu BV CORK FOAMS Dok. 
従来 の 報告 で も 男子 の 方 が 保有 率 が 高い こと が 報告 
され て いる . 

年 見 別 で は 検索 例 数 が 少な い の で 詳し いこ と は 分 
ら な い が Nakuru の 如く 11 歳 以下 の 小児 た 陽性 率 
が 高 率 に 出る こと も ある の で 比較 的 若年 者 に お ける 
感染 率 が 高い こと が 推定 され る . 

本 調査 に お いて HBsAg の 保有 率 と Anti-HBs 
保有 率 と の 関連 性 に つい て みる と 概して 相対 的 に 
HBsAg が 高 率 な 場合 は Anti-HBs が 低く , HBsAg 
が 低 率 な 場合 に は Anti-HBs が 高い . そし て 調査 
し た 3 地域 と も に HBsAg の 保有 率 と Anti-HBs 
の 保有 率 を 合わ せる と 約 50 多 と 待合 する の で , BE 
らく ケニア の 広い 地域 で は 一 様 に 住民 の 少な く と も 
約 半数 は B 型 時 料 ウ イル ス に 感染 し た こと が ある か 
目下 感染 中 で ある と 思わ れる . 

地域 すなわち 自然 環境 と HBsAg, Anti-HBs の 
保有 率 と の 関連 性 を みる 為 に 年 平均 気温 , 年 間 降 
雨量 , 標高 , 地理 的 条件 (すなわち 海岸 地 方 , Ale 
高原 地方 , 内 陸 湖 畔 地方 ) な ど 自 然 条件 が それ ぞ れ 
異な る こと を 考慮 し て 選ん だ 調査 地域 に つい て 
HBsAg, Anti-HBs それ ぞ れ の BYR OL cH 
査 し た . 調査 3 地域 の うろ も , 標高 に つい て は 
Nakuru と Kisumu が や や 類似 し , Mombasa と 
は 対照 を 々 なす. 年 平均 気温 , 年 間 降雨 量 に つい て は 
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Mombasa と Kisumu が 類似 し て お り Nakuru 
と 対照 を な し て いる . 自然 環境 (自然 条件 ) , 風土 
な ど が HBsAg, Anti-HBs の それ ぞ れ の 保有 率 に 
お よ ぼ す 効 果 に 関し て は , さま ざま な 要因 を 考慮 し 
な けれ ば な ら な い . 推計 学 的 処理 は し て いな い が , 
本 調査 の 結果 か ら は 上 記 の 自然 条件 が HBsAg, 
Anti-HBs それ ぞ れ の 保有 率 の 差異 に つい て 著しい 
影響 を 与え を て いる と は 考え られ な か っ た . 

種族 と HBsAg お よび その subtype と の 関連 性 
に つい て みる と 以下 の よう で ある . HBsAg に つい 
て は 異な っ た 種族 問 , ある い は 同一 種族 で も 地域 の 
違い に よる 著しい 差異 は み ら れ な い - 

subtype に つい て は 世界 の 他 の 地域 と 同様 に ケミ = 
ア に お いて も る も, 種族 , 地域 に よっ て 明らか な 人 違い が 
HO, これ ら の 違い は ケニア そし て 東 ア フリ カ に お 
ける 種族 の 分 布 や , 種族 (そし て 民族 ) の 歴史 的 移 
動 な ど に つい て ある 程度 の 考察 が 可能 で ある と 思わ 
れる . た だ し 本 調査 で は 目下 の と ころ 検索 し た 血清 
の 材料 が 極め て 少な い の で 具体 的 な こと を 述べ る こ 
と は 出来 な た い が 調 査 し た 各地 に つい て Fig. 2 を 参 
考 に 全く の 想像 を 加え て 考察 し て みる . 

イン ド 洋 に 面 し た Mombasa Cit, ほとん ど は 
adw で ある が ayw も 少し は みみ られる. これ は 住民 
の 大 部 分 は Bantu 系 で ある が Arab な ど 外 部 か ら 
移住 し た 人 達 も 入り 混 っ て いる 為 と 考え る . な ぜ な 
Ò adw は アフ リカ 大 陸 で は 南ア フリ カ か ら 中 央 ア 
フリ カ の 一 部 に か け て 広く み ら れ る も の で , 一 方 
ayw は アフ リカ 大 陸 で は , 大 ぎ ッ ぱに いえ ば , B 
アフ リカ か ら 地 中 海 沿岸 , さら に アラ ブ 諸 国 に お い 
て 主として み ら れ る か ら で あ る . 検索 例 数 を ふぁ ふ や せ 
ば も っ と 明確 に な る で あろ う . 

Nakuru に お ける adw の 圧倒 的 優位 は Bantu 
(LOGE, 多く は Kikuyu 族 な の で ある が か が ) 
の 分 布 上 の 優勢 を 示し て いる も の と 思わ れる . ちな 
み に Kikuyu 族 は 調査 し た 範囲 で は ルル て adw で 
HHA. Kisumu に お いて も adw が 優位 で は ある が 
ayw が Mombasa より も 割合 が 大 きい よう で ある . 
Kisumu で ayw を 保有 する 種族 は , 本 調査 で は 
unknown を 除き Kisii feds Luo 族 で ある の で ア 
フリ カ 大 陸 内 陸 の 方 の 影響 を 受け て いる の か も 知れ 
TOUS. 

再度 , ケ ニア に お ける subtype の 分 布 を 想像 す 
る と 以下 の よら に な た る. Mombasa で は 南方 か ら の 
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Bantu 系 (adw) が 多い が 一 部 地中海 , アラ ブ 地 方 
か ら の 影響 (ayw) が ある . Nakuru で は Central 
Bantu 系 (adw) が 圧倒 的 に 優位 で ある . Kisumu 
で は Luo 族 や Lacustrine Bantu 系 の 一 部 が 内 陸 
や 北方 の 影響 (ayw) を 受け て いる . 

subtype に は 同一 国内 に お いて る も 地域 的 な 特徴 が 
ある . また subtype は 同一 種族 内 に お いて も 異な 
る こと は ある が 種族 的 特徴 は ある . 昨今 で は ケニア 
に お いて る も 社会 の 近代 化 に 伴い 人 口 の 流動 が 大 きく 
大 都市 に お いて は 種族 の 混在 が 次 第 に あふ えて いる こ 
と で あろ うら. た だ し , 目下 の と とろ は subtype に 
よっ て アフ リカ 大 陸 に お ける KD さま ざま な 種族 
CAE) 的 分 布 様式 を 推定 する こと が 可能 で ある . 
この よう な 地域 別 , 種族 別に か な り 明 確 な subtype 
の 分 布 様式 が 示さ れる こと に よ ょ り , 都市 以外 の 郡部 
で は 種族 単位 , 部 落 単位 , 家族 単位 の 感染 が 主 で あ 
る と の 傍証 と な り 得 る も の と 考え られ る . 

マラ リア 媒介 軸 Anopheles PR BUPA AAD 
伝播 に 何ら か の 役割 を する か どう か 検討 し た . 野生 
ies HBsAg を 持つ と いう 報告 が Prince ら に よ 
っ て な され て いる . SHA Anopheles が 
B 型 肝炎 ウイ ルス を 伝播 する 可能 件 が ある . Fig. 1 
は ケニア に お ける 報告 よ り 引 用 し た マラ リア の 流行 
地域 を 示し た も の で ある . マラ リア に 関し て は 年 間 
6 ヶ月 以上 を 通じ て 感染 が 可能 で ある 地域 , す な わ 
ち 安定 し た 流行 地 を 示し て ある . Mombasa お よび 
Kisumu が それ に 相当 する . Nakuru は 時 折 , 散 
発する 地域 で ある が 通常 は free で ある . マラ リア 
流行 地 に お ける 住民 の ほぼ 100% tk マラ リア 流行 期 
に は 少な く と も ゃ 一度 は Anopheles に 咳 ま れる と い 
われ て いる . 我々 の 経験 で は ケー ア に お ける 一 般 の 
病理 解剖 例 に お いて 70 欠 の 腫 臓 は 程度 の 差 は あれ 用 
大 し て いる の で マラ リア を 主 と す る 慢性 の 感染 症 に 
権 思 し て いた こと が 伺え る . 

本 調査 で は マラ リア 流行 地 と し て Mombasa お 


よび Kisumu を , 非 流行 地 と し て Nakuru を 指 
ELE. そし て マラ リア 流行 期 で ある 11 月 一 1 月 に 
か け て の 調査 を 行なっ た の で ある . 統計 的 な 処理 は 
し て いな い が , 3 ヶ所 を 概算 で 比較 し て も HBsAg, 
Anti-HBs 保有 率 と も に 特に 特徴 ある 結果 を 示 し て 
は いな い . し た が っ て Anopheles が —HEE ED ヒ 

ト か ら ヒ ト へ の B 下 肝 疾 ウ イル ス 伝 播 に 重大 な 役割 
を 尊し て いる と は 考え られ な い . 

Fig. 1 は ケニア に お ける らい 病 患 者 の 居住 地域 
を も 示し て いる . これ は ケニア に お ける 報告 書か ら 
引用 し た も の で ある が , AOIZ LIMER 
者 の 居住 を 示し て いる . ちな み に だ 17/1000 以上 は 
WHO に より Hyperendemicity な 領域 で ある と さき 
れ て いる . この 分 布 図 に よる と 本 研究 の 調査 地 は , 
Mombasa と Kisumu の 2 ヶ所 が らい 病 流 行 地 に 
入っ て いる . らい 病 と HBsAg 陽性 と の 関連 に つい 
T, 正確 な こと は らい 病 患 者 に つい て 検索 し な けれ 
ば な ら な い が , 本 調査 で は 各地 域 問 の 有意 の 差 は み 
られ な か っ た . 


結 


1. 東 ア フリ カ ・ ケ ニア 共和 国 で は , HBsAg お 
よび Anti-HBs の 保有 率 は それ ぞ れ 10~20 必 お よ 
O30~40% CH), 両者 合わ せる と 約 50 多 の 感染 率 
CAA. 

2. 自然 環境 (気温 , 雨量 , 標高 な ど ) が 異な る 
3 地域 を 調査 し た が , HBsAg, Anti-HBs 保有 X 
に は と くに 差異 は み ら れ な か っ た . 

3. HBsAg の subtype YAH, 種族 に よっ て 
RALI CAD. ケー ア に お いて は adw と ayw 
が 主 で ある . 

4. マラ リア や らい 病 の 流行 地域 と HBsAg, 
Anti-HBs の 保有 率 の 程度 と は 特に 関連 性 は み ら れ 
な い . 


本 研究 の 内 容 は 第 10 回 国際 熱帯 医学 マラ リア 会 議 (1980, マニ ラ ) お よび 第 2 回 アフ リカ 中 近 
東 ウ イル ス 病 国際 会 議 1980, ナイ ロビ ) に お いて それ ぞ れ 関連 部 分 を 発表 し た 、. 
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本 調査 研究 の 遂行 に は 下記 の 諸 機関 の 協力 を 得 た . ケニア 共和 国 : 大 統領 府 , 保健 省 , 国立 衛 
生研 究 所 , 各州 国立 病院 . 本 邦 : 文部 省 学 術 国際 局 研究 助成 課 , 外務 省 文化 事業 部 文化 第 二 課 , 
在 ケ ニア 日 本 大 使 館 , 日 本 学術 振興 会 (ナイ ロビ ) , 国際 協力 事業 団 (ナイ ロビ ) . また 海外 学 
術 調査 実施 お よび 調査 結果 の まとめ に 当り , 当 人 研究 所 病理 学部 門 の 千 馬 正 散 , 福島 登志 子 , 石井 
三 和子 , 田川 美穂 , 飯田 甘 佐 校 , 清水 洋子 の 諸氏 を は じ め 人 研究 所 各位 の 助力 を 得 た . 血清 学 的 検索 
は 東京 都 臨 床 医 学 総合 研究 所 Au グル ー プ に よる も の で ある . 
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